
「衛星の数」金メダルの惑星は？

写真２．１９２９年「理科年表」より
（科学館所蔵資料）

現在投影中のプラネタリウム番組「太陽系のメダリスト」では、この夏見頃の木星と

土星を含め、さまざまな太陽系の天体が登場し、メダリストを競っています。どの天体

が何のレースでメダル争いするのかは、ぜひプラネタリウムでお楽しみいただくとして、

ここでは、番組ではご紹介していない「衛星の数」をテーマに順位を競ってみましょう

（実はエンディングのところで結果だけ、ご紹介しています）。太陽系惑星とその衛星

の発見の歴史をたどりながら、「衛星の数」レースをお楽しみください。

１．惑星とその衛星たちの発見 －２０世紀以前－

太陽系の惑星は全部で８つです。太陽に近い順に水星、金星、地球、火星、木

星、土星、天王星、海王星。地球以外の水星から土星までの５つの惑星は肉眼で

見られるため、古代から存在が知られていました。そ

の後１７世紀初めに望遠鏡が発明され、より遠方の惑

星や、惑星の衛星たちが発見されるようになります。

まず１６１０年、望遠鏡で木星の衛星を発見したの

が、かの有名なガリレオ・ガリレイです（この時彼が発

見した４つの衛星を、ガリレオ衛星とよんでいます）。

地球以外の星のまわりをまわっている星があるという

ことが分かった最初の天体で、地動説を裏付ける１つ

の要素となりました。その後、土星にもタイタンや、いく

つかの衛星が観測されました。さらに時代が進み、

１７８１年に天王星、１８４６年に海王星が発見されま

す。そして、木星と土星以外に火星、天王星、海王

星の衛星も、いくつか発見されていきます。

２．続々と発見される衛星たち

そして２０世紀。より高性能な望遠鏡が

開発され、衛星の発見数も増えていきま

す。科学館で所蔵する最も古い理科年表

は１９２９年（昭和４年）のもので、当時の

衛星数は木星９、土星１０、天王星４、海

王星１でした（水星０、金星０、地球１、火

星２は現在と同じですので、以降メダル争

いからは省略します…）。

１９８０年～９０年頃には、探査機ボイ
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ジャーの活躍で新たな衛星が発見されます。この探査機は１号２号の２機あり、特に

ボイジャー２号は人類が訪れたことのなかった天王星と海王星に接近し、これらの新

しい衛星も発見してくれました。１９９１年の理科年表では木星１６、土星１７、天王星

１５、海王星８となります。２０００年に入ると地上の望遠鏡や土星探査機カッシーニ

での発見などが続き、２０１０年の理科年表では（軌道不確定のものも含め）木星

６３、土星６４、天王星２７、海王星１３となります。さあ、一気に増えました。

３．衛星数争い：木星と土星のデッドヒート

２１世紀に入って衛星数が劇的に増えたのは、より高性能な望遠鏡で小さな衛星

がとらえられるようになったからです。１７世紀に発見された木星のガリレオ衛星の１

つ、ガニメデは直径５,２６４ｋｍもあり、その大きさは惑星である水星より大きいので

す。他の３つも直径数千ｋｍあります。ところが、ガリレオ衛星の次に大きな木星の衛

星は直径３００ｋｍもありません。近年では直径数ｋｍ程のとても小さな衛星もたくさん

発見されてきており、特にここ２０年ほどは、木星と土星の衛星数が次々に塗り替えら

れ、衛星の数のトップ争いを繰り広げているのです。

４．「衛星の数」金メダルの惑星は？

最近の話題では２０１８年７月、これまでにも数多くの衛星を発見してきたアメリカ

のカーネギー研究所のスコット・Ｓ・シェパードさん達によって、木星の衛星が１０個追

加されました。これらの衛星の直径は１～３ｋｍと見積もられています。この時点で木

星の衛星数は７９となり、土星６５を大きく引き離しました。このまま木星の勝利

か！？と思いきや、２０１９年１０月、同じくシェパードさん達が今度は土星に新たな衛

星を２０個も発見したと発表したのです。こ

れにより、土星の衛星数は８２（存在が不

確実な３個を除く）となりました。ということ

で、この原稿を執筆している２０２０年５月

現在、栄えある「衛星の数」金メダルは、

土星となりました。銀メダルが木星、銅メダ

ルは天王星、ということになりますね。
※カーネギー研究所では、土星の新衛星についての

動画を公開しています。ぜひ、ご覧ください。

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｙｏｕｔｕｂｅ．ｃｏｍ／ｗａｔｃｈ？ｖ＝０ｄＮＨ-ｏｄＸ４ｑＥ

「衛星の数」のメダリストについて歴史を追ってご紹介しましたが、小さな衛星は今

後も発見されていくことでしょう。真の金メダリストは果たして、どの惑星なのでしょうか。

西野 藍子（科学館学芸員）

写真３．発見された土星の新衛星の軌道
（イラスト：カーネギー研究所より）
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